










1972 年に日本医学図書館協会（JMLA）の東海地区会として設立。2005 年の JMLA
法人化に伴い、東海地区会とは別の団体として位置付けられました。その主な理由は、
独自の予算を要する東海目録を事業としていたからです。正会員 12 機関（大学図書館
8、病院図書館 4）、目録会員 62 機関からなります。（2013 年 6 月現在） 
 
Ⅱ．東海目録の年表 




2002 年 12 月、冊子体「東海目録 2002 年版」を発行。冊子には地区ネットワーク
のシンボルという意味がありましたが、実務上では Web 版が求められることは当初か











Ⅲ．新目録システム－Medical Library Network：KITOcat （キトキャット） 














表１ KITOcat 本稼働時の状況（2013 年 4 月現在） 
 【all】 
  登録機関数      194 
  登録雑誌タイトル 16,828 
  （うち冊子=12,404 MOL=967 PQ=1,039 他の EJ=2,418）   
  登録所蔵数 108,359 
  （うち冊子=64,986 MOL=37,713 PQ=1,067 他の EJ=4,593）   
  【東海】 
  登録機関数        88 
  登録雑誌タイトル  16,199 
  （うち冊子=11,777 MOL=967 PQ=1,039 他の EJ=2,415）   
  登録所蔵数 74,228 
















※KITOcat の KITO とは、KINKI と TOKAI の頭２文字を並べたものですが、正式名
称が別にあるわけではなく、従って、略称ではありません。 
